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令和7年5月10日発行

入学希望者をはじめ、そのご家族や高校・予備校の先生方を対象とした
オープンキャンパスを下記の日程で開催いたします。お気軽にご参加ください!

2025年度オープンキャンパス開催日決定 !

福 岡 歯 科 大 学 福 岡 医 療 短 期 大 学福 岡 看 護 大 学

7月12日（土）

8月9日（土）

8月30日（土）

10月25日（土）

 5 月25日（日）
 7 月12日（土） 
 8 月22日（金）
10月25日（土） 
12月13日（土）
2026年 1月24日（土）
2026年 3月25日（水）

 6 月22日（日）
 7 月26日（土）
 9 月 6 日（土）
11月 1 日（土）

福 岡 看 護 大 学

福 岡 歯 科 大 学

福岡医療短期大学

福岡学園は「口腔医学」を推進しています。

〈福岡学園広報誌〉

ニューソフィア



学園をつなぐ地域とつなぐ

人をつなぐ未来へつなぐ

パークを中心とした配置計画学園をアピールする外観づくり

学生と教職員をつなげる環境づくり学園の50年後・100年後を考えた
ZEB Oriented大学

「
4
つ
の
つ
な
ぐ
」で

学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
の

キ
ャ
ン
パ
ス
作
り
を

「青と白」の色彩を基調とした「組市松」のデザインにより、病院棟と一体と
なった大きな学園の顔を生み出します。

大学施設として数少ないZEB Oriented実現に向けて多くの省エネルギー化
手法を採用します。
※ZEB Orientedとは、先進的な建築設計と高効率な設備システムによる省エネルギーの

実現と合わせて、再生可能エネルギーの導入により、年間のエネルギー消費量の収支を
ゼロとすることを目指した建築物を指します。

学校、世代を超えた福岡学園に所属する人々が繋がるキャンパスづくりを
目指します。

居心地の良い新たな場所をキャンパス各所に展開することで、
コミュニケーションを生み出し、明るく活気があるキャンパスを作ります。
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開
学
か
ら
半
世
紀
を
過
ぎ
、今

後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、

大
学
校
舎
・
施
設
の
老
朽
化
へ

の
対
応
や
新
し
い
教
育
環
境

創
出
の
た
め
、校
舎
・
施
設
・
設

備
の
刷
新
と
教
育
・
研
究
機
能

の
向
上
を
目
的
に
新
キ
ャ
ン

パ
ス
整
備
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。新
病
院
に
続
い
て「
4

つ
の
つ
な
ぐ
」、①
学
園
を
つ

な
ぐ
、②
地
域
と
つ
な
ぐ
、③

人
を
つ
な
ぐ
、④
未
来
へ
つ
な

ぐ
、を
掲
げ
て
学
生
フ
ァ
ー
ス

ト
の
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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ま
し
た
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や
家
族
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者
な
ど
、多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
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式
典
で
は
、希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
新
入
生
へ
各
大
学
長
か
ら
激
励

の
言
葉
が
送
ら
れ
、水
田
理
事
長
か
ら
は
、こ
の
早
良
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
と
と
も
に
、日
々
の
学
問
に
精
進
し
、明
る
い
未
来
を

目
指
し
て
い
く
よ
う
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

福岡学園・季節のニュース
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福
岡
学
園
の
三
大
学

入
学
式

●福岡歯科大学
　口腔歯学部82名、学士編入６名、大学院14名

●福岡看護大学
　看護学部121名、大学院７名

●福岡医療短期大学
　歯科衛生学科98名、専攻科20名
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福岡学園・季節のニュース

　
福
岡
歯
科
大
学
の
第
47
回
卒
業
式
な

ら
び
に
第
37
回
大
学
院
修
了
式
が
、３
月

８
日
、50
周
年
記
念
講
堂
に
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。口
腔
歯
学
部
卒
業
生
1
0
4

名
の
代
表
者
に
卒
業
証
書
・
学
位
記
が
、

大
学
院
修
了
生
に
博
士（
歯
学
）の
学
位

記
が
髙
橋
学
長
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
学
長
は
、卒
業
生
・
修
了
生
の
晴
れ

の
門
出
を
祝
う
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の

活
躍
を
願
い
、式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

福
岡
歯
科
大
学
口
腔
歯
学
部

卒
業
式
・
大
学
院
修
了
式

学業成績優秀者
《理事長賞》木本 梨紗　《学長賞》河田 卓也、安 　武文　《学友会功労者》舟越 翔、渡邊 滋生、古賀 裕基、森 亮太

＼2025／

大
学
院

 

福
岡
看
護
大
学
の
第
５
回
卒
業
式
な
ら

び
に
第
３
回
大
学
院
修
了
式
が
、３
月
６

日
、50
周
年
記
念
講
堂
に
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。看
護
学
部
卒
業
生
92
名
の
代
表

者
に
卒
業
証
書
・
学
位
記
が
、大
学
院
修

了
生
4
名
の
代
表
者
に
修
士（
看
護
学
）

の
学
位
記
が
樗
木
学
長
か
ら
授
与
さ
れ
ま

し
た
。樗
木
学
長
は
、こ
れ
か
ら
各
地
で
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
卒
業
生
に
向
け
て

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、今
後

の
飛
躍
を
願
い
ま
し
た
。

福
岡
看
護
大
学
看
護
学
部

卒
業
式
・
大
学
院
修
了
式

学業成績優秀者
《理事長賞》松尾 美緒　《学長賞》山川 真凜、知念 咲良　《学友会功労者》石井 凜々香　《優秀論文発表者》緒方 裕美
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大
学
院
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福岡学園・季節のニュース

　
福
岡
歯
科
大
学
の
第
47
回
卒
業
式
な

ら
び
に
第
37
回
大
学
院
修
了
式
が
、３
月

８
日
、50
周
年
記
念
講
堂
に
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。口
腔
歯
学
部
卒
業
生
1
0
4

名
の
代
表
者
に
卒
業
証
書
・
学
位
記
が
、

大
学
院
修
了
生
に
博
士（
歯
学
）の
学
位

記
が
髙
橋
学
長
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
学
長
は
、卒
業
生
・
修
了
生
の
晴
れ

の
門
出
を
祝
う
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の

活
躍
を
願
い
、式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

福
岡
歯
科
大
学
口
腔
歯
学
部

卒
業
式
・
大
学
院
修
了
式

学業成績優秀者
《理事長賞》木本 梨紗　《学長賞》河田 卓也、安 　武文　《学友会功労者》舟越 翔、渡邊 滋生、古賀 裕基、森 亮太

＼2025／

大
学
院

 

福
岡
看
護
大
学
の
第
５
回
卒
業
式
な
ら

び
に
第
３
回
大
学
院
修
了
式
が
、３
月
６

日
、50
周
年
記
念
講
堂
に
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。看
護
学
部
卒
業
生
92
名
の
代
表

者
に
卒
業
証
書
・
学
位
記
が
、大
学
院
修

了
生
4
名
の
代
表
者
に
修
士（
看
護
学
）

の
学
位
記
が
樗
木
学
長
か
ら
授
与
さ
れ
ま

し
た
。樗
木
学
長
は
、こ
れ
か
ら
各
地
で
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
卒
業
生
に
向
け
て

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、今
後

の
飛
躍
を
願
い
ま
し
た
。

福
岡
看
護
大
学
看
護
学
部

卒
業
式
・
大
学
院
修
了
式

学業成績優秀者
《理事長賞》松尾 美緒　《学長賞》山川 真凜、知念 咲良　《学友会功労者》石井 凜々香　《優秀論文発表者》緒方 裕美
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大
学
院
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岡
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福岡学園・季節のニュース

 

福
岡
医
療
短
期
大
学
の
第
27
回
卒
業
式

な
ら
び
に
第
26
回
専
攻
科
修
了
式
が
、３

月
７
日
、50
周
年
記
念
講
堂
に
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。歯
科
衛
生
学
科
62
名
の
代

表
者
に
田
口
学
長
か
ら
卒
業
証
書
・
学
位

記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、専
攻
科
23

名
の
代
表
者
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た

ほ
か
、独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援
・
学

位
授
与
機
構
か
ら
授
与
さ
れ
た
学
士（
口

腔
保
健
学
）の
学
位
記
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。次
代
の
歯
科
医
療
を
担
う
卒
業

生
や
修
了
生
た
ち
は
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

福
岡
医
療
短
期
大
学
歯
科
衛
生
学
科

卒
業
式
・
専
攻
科
修
了
式

学業成績優秀者 《理事長賞》加藤 瑠莉　《学長賞》箱嶋 佳乃

＼2025／

専
攻
科

Campus TOPIX
TOPIX

田
口
短
大
学
長（
常
務
理
事
）が

ミ
ャ
ン
マ
ー
外
科
学
会
で

特
別
講
演
と
医
療
支
援
を
実
施

福
岡
県
立
福
岡
講
倫
館
高
等
学
校
と

福
岡
歯
科
大
学
・
福
岡
看
護
大
学
・

福
岡
医
療
短
期
大
学
が
連
携
協
定
を
締
結

TOPIX

福岡学園・注目のトピックス

　
福
岡
歯
科
大
学
・
福
岡
看
護
大
学
・
福
岡
医
療
短
期
大
学
は
、大
学
教
育
・
高

等
学
校
教
育
の
活
性
化
等
を
目
的
と
し
て
、福
岡
県
立
福
岡
講
倫
館
高
等
学
校

と「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。  

　
福
岡
講
倫
館
高
等
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
協
定
の
署
名
式
で
は
、福
岡

講
倫
館
高
等
学
校 

山
本
美
加
校
長
と
髙
橋
歯
科
大
学
長
、樗
木
看
護
大
学
長
、

田
口
短
大
学
長
が
署
名
を
行
い
、協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
に
よ
り
、相
互
の
教
育
に
関
わ
る
交
流
・

連
携
を
通
じ
て
高
校
生
の
視
野
を
広
げ
、医
療
職
へ
の
進
路
に
対
す
る
意
識
や

学
習
意
欲
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
2
0
2
5
年
３
月
24
日
第
23
回
ミ
ャ
ン
マ
ー
外
科
学
会（
２
年
に
１
回
開

催
）に
て
、田
口
福
岡
医
療
短
期
大
学
長（
常
務
理
事
）が
、「
日
本
の
外
科
専
門

医
と
小
児
外
科
専
門
医
お
よ
び
小
児
内
視
鏡
外
科
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」に
つ
い
て

特
別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、以
前
よ
り
発
展
途
上
国
の
医
療
支
援
を
し

て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ト
の
要
請
を
受
け
て
、林
田
信

太
郎
医
師（
熊
本
労
災
病
院
）と
と
も
に
小
児
医
療
専
門
施
設
に
お
い
て
４
日

間
で
７
例
の
小
児
外
科
手
術（
肝
芽
腫
、先
天
性
胆
道
拡
張
症
、副
腎
腫
瘍
）と

病
棟
回
診
や
胆
道
閉
鎖
症
の
講
義
を
実
施
し
、小
児
外
科
の
啓
発
活
動
及
び
医

療
支
援
、更
に
現
地
の
医
師
の
教
育
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
医
療
支
援
で
築
い
て
い
く
国
際
的
な
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
、福
岡

医
療
短
期
大
学
で
は
、今
後
も
歯
科
の
教
員
や
学
生
に
多
職
種
連
携
の
国
際
医

療
の
現
場
を
経
験
で
き
る
機
会
を
提
供
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
が
で
き
る
歯

科
衛
生
士
の
育
成
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

第23回ミャンマー外科学会にて
司会の現地の教授とともに

多くの見学者に囲まれて肝芽腫の手術を執刀する田口学長
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福岡学園・季節のニュース

 

福
岡
医
療
短
期
大
学
の
第
27
回
卒
業
式

な
ら
び
に
第
26
回
専
攻
科
修
了
式
が
、３

月
７
日
、50
周
年
記
念
講
堂
に
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。歯
科
衛
生
学
科
62
名
の
代

表
者
に
田
口
学
長
か
ら
卒
業
証
書
・
学
位

記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、専
攻
科
23

名
の
代
表
者
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た

ほ
か
、独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援
・
学

位
授
与
機
構
か
ら
授
与
さ
れ
た
学
士（
口

腔
保
健
学
）の
学
位
記
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。次
代
の
歯
科
医
療
を
担
う
卒
業

生
や
修
了
生
た
ち
は
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

福
岡
医
療
短
期
大
学
歯
科
衛
生
学
科

卒
業
式
・
専
攻
科
修
了
式

学業成績優秀者 《理事長賞》加藤 瑠莉　《学長賞》箱嶋 佳乃

＼2025／

専
攻
科

Campus TOPIX
TOPIX

田
口
短
大
学
長（
常
務
理
事
）が

ミ
ャ
ン
マ
ー
外
科
学
会
で

特
別
講
演
と
医
療
支
援
を
実
施

福
岡
県
立
福
岡
講
倫
館
高
等
学
校
と

福
岡
歯
科
大
学
・
福
岡
看
護
大
学
・

福
岡
医
療
短
期
大
学
が
連
携
協
定
を
締
結

TOPIX

福岡学園・注目のトピックス

　
福
岡
歯
科
大
学
・
福
岡
看
護
大
学
・
福
岡
医
療
短
期
大
学
は
、大
学
教
育
・
高

等
学
校
教
育
の
活
性
化
等
を
目
的
と
し
て
、福
岡
県
立
福
岡
講
倫
館
高
等
学
校

と「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。  

　
福
岡
講
倫
館
高
等
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
協
定
の
署
名
式
で
は
、福
岡

講
倫
館
高
等
学
校 

山
本
美
加
校
長
と
髙
橋
歯
科
大
学
長
、樗
木
看
護
大
学
長
、

田
口
短
大
学
長
が
署
名
を
行
い
、協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
に
よ
り
、相
互
の
教
育
に
関
わ
る
交
流
・

連
携
を
通
じ
て
高
校
生
の
視
野
を
広
げ
、医
療
職
へ
の
進
路
に
対
す
る
意
識
や

学
習
意
欲
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
2
0
2
5
年
３
月
24
日
第
23
回
ミ
ャ
ン
マ
ー
外
科
学
会（
２
年
に
１
回
開

催
）に
て
、田
口
福
岡
医
療
短
期
大
学
長（
常
務
理
事
）が
、「
日
本
の
外
科
専
門

医
と
小
児
外
科
専
門
医
お
よ
び
小
児
内
視
鏡
外
科
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」に
つ
い
て

特
別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、以
前
よ
り
発
展
途
上
国
の
医
療
支
援
を
し

て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ト
の
要
請
を
受
け
て
、林
田
信

太
郎
医
師（
熊
本
労
災
病
院
）と
と
も
に
小
児
医
療
専
門
施
設
に
お
い
て
４
日

間
で
７
例
の
小
児
外
科
手
術（
肝
芽
腫
、先
天
性
胆
道
拡
張
症
、副
腎
腫
瘍
）と

病
棟
回
診
や
胆
道
閉
鎖
症
の
講
義
を
実
施
し
、小
児
外
科
の
啓
発
活
動
及
び
医

療
支
援
、更
に
現
地
の
医
師
の
教
育
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
医
療
支
援
で
築
い
て
い
く
国
際
的
な
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
、福
岡

医
療
短
期
大
学
で
は
、今
後
も
歯
科
の
教
員
や
学
生
に
多
職
種
連
携
の
国
際
医

療
の
現
場
を
経
験
で
き
る
機
会
を
提
供
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
が
で
き
る
歯

科
衛
生
士
の
育
成
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

第23回ミャンマー外科学会にて
司会の現地の教授とともに

多くの見学者に囲まれて肝芽腫の手術を執刀する田口学長

福
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01

各
種
国
家
試
験
結
果

　
厚
生
労
働
省
よ
り
各
種
国
家
試
験
の
合
否
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。福
岡

歯
科
大
学
、福
岡
看
護
大
学
、福
岡
医
療
短
期
大
学
に
お
け
る
令
和
6
年
度
卒

業
生
お
よ
び
既
卒
者
の
合
格
状
況
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

02

　
令
和
６
年
度
の
看
護
学
研
究
科
修
士
論
文
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、修
士
課

程
の
大
学
院
生
４
名
が
口
頭
発
表
を
行
い
ま
し
た
。質
疑
応
答
で
は
ど
の
発
表

者
も
明
快
に
答
え
、新
た
な
視
点
や
今
後
の
課
題
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
ほ

か
、指
導
教
員
の
熱
量
を
感
じ
る
最
終
発
表
と
な
り
ま
し
た
。会
の
終
わ
り
に

は
水
田
理
事
長
よ
り
、発
表
し
た
院
生
と
指
導
教
員
に
労
い
の
言
葉
と
今
後
の

活
躍
へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

福
岡
看
護
大
学
修
士
論
文
発
表
会

03

福
岡
歯
科
大
学
登
院
式
・

福
岡
医
療
短
期
大
学
登
院
式

　
福
岡
歯
科
大
学
で
は
、ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト 

デ

ン
テ
ィ
ス
ト（Student D

entist

）認
定
制
度

を
導
入
し
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
、共
用
試
験

と
呼
ば
れ
る
全
国
共
通
の
試
験
に
合
格
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、診
療
参
加
型
臨
床
実
習（
病
院
で

の
実
習
／
第
５
学
年
で
実
施
）に
お
い
て
必
要

と
さ
れ
る
知
識
、技
能
お
よ
び
態
度
を
有
し
て

い
る
学
生
と
し
て
、歯
科
大
学
長
・
歯
学
部
長
会

議
お
よ
び
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト 

デ
ン
テ
ィ
ス
ト
認

定
運
営
協
議
会
か
ら
認
定
を
受
け
る
も
の
で

す
。今
年
は
77
名
の
学
生
が
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト 

デ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
医
科
歯
科
総
合
病
院
に

お
い
て
実
習
に
臨
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
福
岡
医
療
短
期
大
学
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
１
に
て
令
和
７
年
度
福
岡
医
療
短
期

大
学
歯
科
衛
生
学
科
登
院
式
を
執
り
行
い
ま

し
た
。３
年
生
56
名
は
来
賓
、教
員
が
見
守
る

中
、登
院
に
向
け
て「
誓
詞
」を
全
員
で
読
み
上

げ
、臨
床
実
習
班
ご
と
に
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
、緊
張
し
た
面
持
ち
で
一
人
ひ
と
り
返
事
を

し
ま
し
た
。医
科
歯
科
総
合
病
院
で
の
臨
床
実

習
開
始
に
あ
た
り
、学
生
は
歯
科
衛
生
士
へ
の

実
践
的
な
一
歩
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

04

　
福
岡
歯
科
大
学
第
6
学
年（
令
和
7
年
3
月
卒
業
、

医
科
歯
科
総
合
病
院
研
修
歯
科
医
）の
柿
崎
未
来
さ

ん
が
日
本
小
児
歯
科
学
会
学
部
学
生
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、学
業
、臨
床
成
績
が
優
秀
で
小
児
歯
科
学

に
強
い
意
気
込
み
を
持
っ
た
学
部
学
生
を
表
彰
す
る

制
度
で
す
。

　
受
賞
し
た
柿
崎
さ
ん
は「
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
く
こ

と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。岡
先
生
に
は
い
つ

も
熱
心
に
御
指
導
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
は
大
学
で
教
科
書
を
中
心
と
し
た
勉
強
を
し
て

い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
病
院
で
研
修
医
と
し
て
患

者
さ
ん
や
先
生
方
と
た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
良
い
小
児
歯
科
医
に
な
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
話
し
ま
し
た
。今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

福
岡
歯
科
大
学
生
が

日
本
小
児
歯
科
学
会

学
部
学
生
優
秀
賞
を
受
賞

C
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01

各
種
国
家
試
験
結
果

　
厚
生
労
働
省
よ
り
各
種
国
家
試
験
の
合
否
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。福
岡

歯
科
大
学
、福
岡
看
護
大
学
、福
岡
医
療
短
期
大
学
に
お
け
る
令
和
6
年
度
卒

業
生
お
よ
び
既
卒
者
の
合
格
状
況
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

02

　
令
和
６
年
度
の
看
護
学
研
究
科
修
士
論
文
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、修
士
課

程
の
大
学
院
生
４
名
が
口
頭
発
表
を
行
い
ま
し
た
。質
疑
応
答
で
は
ど
の
発
表

者
も
明
快
に
答
え
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な
視
点
や
今
後
の
課
題
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
ほ

か
、指
導
教
員
の
熱
量
を
感
じ
る
最
終
発
表
と
な
り
ま
し
た
。会
の
終
わ
り
に

は
水
田
理
事
長
よ
り
、発
表
し
た
院
生
と
指
導
教
員
に
労
い
の
言
葉
と
今
後
の

活
躍
へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

福
岡
看
護
大
学
修
士
論
文
発
表
会

03

福
岡
歯
科
大
学
登
院
式
・

福
岡
医
療
短
期
大
学
登
院
式

　
福
岡
歯
科
大
学
で
は
、ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト 

デ

ン
テ
ィ
ス
ト（Student D

entist

）認
定
制
度

を
導
入
し
て
い
ま
す
。こ
の
制
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、共
用
試
験

と
呼
ば
れ
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こ
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病
院
で

の
実
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／
第
５
学
年
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実
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お
い
て
必
要

と
さ
れ
る
知
識
、技
能
お
よ
び
態
度
を
有
し
て

い
る
学
生
と
し
て
、歯
科
大
学
長
・
歯
学
部
長
会

議
お
よ
び
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト 

デ
ン
テ
ィ
ス
ト
認

定
運
営
協
議
会
か
ら
認
定
を
受
け
る
も
の
で

す
。今
年
は
77
名
の
学
生
が
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト 

デ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
医
科
歯
科
総
合
病
院
に

お
い
て
実
習
に
臨
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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と
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2
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
6
1
2

回
理
事
会
に
お
い
て
、大
学
運
営
の
中

核
を
担
う
役
職
教
員
が
次
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

《
福
岡
歯
科
大
学
》
新
役
職
教
員
決
定

《
福
岡
看
護
大
学
》
新
役
職
教
員
等
決
定

People 学 園の人々
役職教員等紹介

《病院長》

鳥巣  浩幸
（小児科学分野 教授）

《情報図書館長》

米田  雅裕
（総合歯科学分野 教授）

《学生部長》

稲井 哲一朗
（機能構造学分野 教授）

《
福
岡
歯
科
大
学
・

福
岡
看
護
大
学
・

福
岡
医
療
短
期
大
学
》

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
長
決
定

　
3
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
6
1
3

回
理
事
会
に
お
い
て
、保
健
管
理
セ
ン

タ
ー
長
を
決
定
し
ま
し
た
。

《保健管理センター長》

得能 智武
（福岡歯科大学総合医学講座内科学分野 教授）

《口腔・歯学部門長》

玉置  幸雄
（矯正歯科学分野 教授）

《全身管理・医歯学部門長》

香川  豊宏
（口腔画像診断学分野 教授）

《社会・基礎医歯学部門長》

日髙  真純
（分子機能制御学分野 教授）

　
3
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
6
1
3

回
理
事
会
に
お
い
て
、福
岡
看
護
大
学

の
役
職
教
員
等
を
次
の
通
り
決
定
し
ま

し
た
。

《基礎・基礎看護部門長》

青木 久恵
（基礎・専門基礎分野 教授）

《健康支援看護部門長》

内田 荘平
（成人看護学分野 教授）

《研究科長》

飯野 英親
（小児看護学分野 教授）

《地域・在宅看護部門長》

吉田 大悟
（地域・在宅看護部門 教授）

教
授　得

能 

智
武

《
福
岡
歯
科
大
学
》

●
内
科
学
分
野

　
九
州
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
。同
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
臓
器
機
能
医
学
専
攻
博

士
課
程
修
了
。同
大
学
病
院
循
環
器
内
科
医

員
、同
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
先
端
循
環

制
御
学
講
座
助
教
、同
大
学
循
環
器
病
未
来

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
、同
大
学
病
院
別

府
病
院
内
科
講
師
、福
岡
看
護
大
学
基
礎
・
基

礎
看
護
部
門
基
礎
・
専
門
基
礎
分
野
教
授
を

経
て
、2
0
2
5
年
4
月
1
日
、福
岡
歯
科
大

学
総
合
医
学
講
座
内
科
学
分
野
教
授
に
就

任
。博
士（
医
学
）。

教 員 紹 介

新任

　
福
岡
歯
科
大
学
歯
学
部
歯
学
科
卒
。同
大

学
大
学
院
歯
学
研
究
科
歯
学
専
攻
博
士
課
程

（
歯
周
病
学
）修
了
。同
大
学
口
腔
治
療
学
講

座
歯
周
病
学
分
野
助
教
を
経
て
、2
0
2
5

年
3
月
1
日
、同
分
野
講
師
に
昇
任
。博
士

（
歯
学
）。

講
師　丸

尾 

直
樹

●
歯
周
病
学
分
野

昇任

　
佐
賀
医
科
大
学
医
学
部
看
護
科
卒
。久
留

米
大
学
大
学
院
心
理
学
研
究
科
人
間
行
動
心

理
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
修
了
。九
州
大
学

大
学
院
医
学
研
究
院
衛
生
・
公
衆
衛
生
学
分

野
学
術
研
究
員
、久
留
米
大
学
文
学
部
心
理

学
科
助
教
を
経
て
、2
0
2
5
年
４
月
１
日
、

福
岡
看
護
大
学
地
域
・
在
宅
看
護
部
門
講
師

に
就
任
。修
士（
心
理
学
）。 講

師　石
田 

有
紀

《
福
岡
看
護
大
学
》

●
地
域
・
在
宅
看
護
部
門

新任

　
福
岡
歯
科
大
学
歯
学
部
歯
学
科
卒
。同
大

学
大
学
院
歯
学
研
究
科
歯
学
専
攻
博
士
課
程

（
歯
科
矯
正
学
）修
了
。同
大
学
成
長
発
達
歯

学
講
座
矯
正
歯
科
学
分
野
助
教
、よ
し
む
ら

歯
科
医
院
勤
務
、ユ
ア
ー
ズ
矯
正
歯
科
勤
務
、

福
岡
歯
科
大
学
口
腔
･
顎
顔
面
外
科
学
講
座

口
腔
外
科
学
分
野
助
教
、福
岡
医
療
短
期
大

学
歯
科
衛
生
学
科
講
師
を
経
て
、2
0
2
5

年
４
月
1
日
、同
学
科
准
教
授
に
昇
任
。博
士

（
歯
学
）。

准
教
授　井

上 
庸
子

《
福
岡
医
療
短
期
大
学
》

●
歯
科
衛
生
学
科

昇任

●
内
科
学
分
野

講
師　京

極 

幸
子

　
久
留
米
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
。同
大
学

病
院
第
３
内
科
助
教
、大
牟
田
市
立
総
合
病

院
循
環
器
内
科
、甘
木
朝
倉
医
師
会
病
院
循

環
器
内
科
、久
留
米
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
循
環

器
内
科
勤
務
を
経
て
久
留
米
大
学
病
院
心

臓
・
血
管
内
科
助
教
、医
療
法
人
春
陽
会
う
え

む
ら
病
院
循
環
器
科
勤
務
を
経
て
、

2
0
2
5
年
4
月
1
日
、福
岡
歯
科
大
学
総

合
医
学
講
座
内
科
学
分
野
講
師
に
就
任
。

新任

●
口
腔
外
科
学
分
野

講
師　横

尾 

嘉
宣

昇任

　
北
海
道
大
学
歯
学
部
卒
。洛
和
会
音
羽
病

院
京
都
口
腔
健
康
セ
ン
タ
ー
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ

ン
ト
、同
病
院
口
腔
外
科
・
京
都
顎
変
形
症
セ

ン
タ
ー
医
員
、福
岡
歯
科
大
学
口
腔
･
顎
顔

面
外
科
学
講
座
口
腔
外
科
学
分
野
助
教
を
経

て
、2
0
2
5
年
４
月
１
日
、同
分
野
講
師
に

昇
任
。

●
内
科
学
分
野

講
師　西

崎 

晶
子

新任

　
九
州
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
。同
大
学
大

学
院
医
系
学
府
循
環
器
内
科
学
専
攻
博
士
課

程
修
了
。聖
マ
リ
ア
病
院
循
環
器
内
科
医
員
、

九
州
大
学
病
院
循
環
器
内
科
医
員
、済
生
会

二
日
市
病
院
循
環
器
内
科
医
長
、九
州
大
学

病
院
循
環
器
内
科
医
員
を
経
て
、2
0
2
5

年
4
月
1
日
、福
岡
歯
科
大
学
総
合
医
学
講

座
内
科
学
分
野
講
師
に
就
任
。博
士（
医
学
）。

　
2
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
6
1
2

回
理
事
会
に
お
い
て
、福
岡
医
療
短
期

大
学
の
歯
科
衛
生
学
科
長
を
決
定
し
ま

し
た
。

《
福
岡
医
療
短
期
大
学
》

歯
科
衛
生
学
科
長
決
定

《歯科衛生学科長》

古野 みはる
（歯科衛生学科　教授）

新任

　
福
岡
歯
科
大
学
の
松
本
光
生
名
誉
教

授
が
2
0
2
4
年
９
月
4
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。同
氏
は
昭
和
48
年
に
同
大
学

歯
科
矯
正
学
講
座
教
授
に
着
任
さ
れ
、放

射
線
科
科
長
、本
学
附
属
病
院
長
、お
よ

び
評
議
員
と
し
て
学
園
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
2
0
0
1
年
５
月
23
日
に
同
大
学

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
90
歳
。謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

松
本
光
生
福
岡
歯
科
大
学

名
誉
教
授
ご
逝
去

《情報図書館長》

晴佐久 悟
（基礎・専門基礎分野 教授）

《学生部長、教育支援・数学IR室長》

荒川 満枝
（基礎看護学分野 教授）

《学部長》

宮園 真美
（地域・在宅看護部門 教授）
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学
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2
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
6
1
2

回
理
事
会
に
お
い
て
、大
学
運
営
の
中

核
を
担
う
役
職
教
員
が
次
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

《
福
岡
歯
科
大
学
》
新
役
職
教
員
決
定

《
福
岡
看
護
大
学
》
新
役
職
教
員
等
決
定

People 学 園の人々
役職教員等紹介

《病院長》

鳥巣  浩幸
（小児科学分野 教授）

《情報図書館長》

米田  雅裕
（総合歯科学分野 教授）

《学生部長》

稲井 哲一朗
（機能構造学分野 教授）

《
福
岡
歯
科
大
学
・

福
岡
看
護
大
学
・

福
岡
医
療
短
期
大
学
》

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
長
決
定

　
3
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
6
1
3

回
理
事
会
に
お
い
て
、保
健
管
理
セ
ン

タ
ー
長
を
決
定
し
ま
し
た
。

《保健管理センター長》

得能 智武
（福岡歯科大学総合医学講座内科学分野 教授）

《口腔・歯学部門長》

玉置  幸雄
（矯正歯科学分野 教授）

《全身管理・医歯学部門長》

香川  豊宏
（口腔画像診断学分野 教授）

《社会・基礎医歯学部門長》

日髙  真純
（分子機能制御学分野 教授）

　
3
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
6
1
3

回
理
事
会
に
お
い
て
、福
岡
看
護
大
学

の
役
職
教
員
等
を
次
の
通
り
決
定
し
ま

し
た
。

《基礎・基礎看護部門長》

青木 久恵
（基礎・専門基礎分野 教授）

《健康支援看護部門長》

内田 荘平
（成人看護学分野 教授）

《研究科長》

飯野 英親
（小児看護学分野 教授）

《地域・在宅看護部門長》

吉田 大悟
（地域・在宅看護部門 教授）

教
授　得

能 

智
武

《
福
岡
歯
科
大
学
》

●
内
科
学
分
野

　
九
州
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
。同
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
臓
器
機
能
医
学
専
攻
博

士
課
程
修
了
。同
大
学
病
院
循
環
器
内
科
医

員
、同
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
先
端
循
環

制
御
学
講
座
助
教
、同
大
学
循
環
器
病
未
来

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
、同
大
学
病
院
別

府
病
院
内
科
講
師
、福
岡
看
護
大
学
基
礎
・
基

礎
看
護
部
門
基
礎
・
専
門
基
礎
分
野
教
授
を

経
て
、2
0
2
5
年
4
月
1
日
、福
岡
歯
科
大

学
総
合
医
学
講
座
内
科
学
分
野
教
授
に
就

任
。博
士（
医
学
）。

教 員 紹 介

新任

　
福
岡
歯
科
大
学
歯
学
部
歯
学
科
卒
。同
大

学
大
学
院
歯
学
研
究
科
歯
学
専
攻
博
士
課
程

（
歯
周
病
学
）修
了
。同
大
学
口
腔
治
療
学
講

座
歯
周
病
学
分
野
助
教
を
経
て
、2
0
2
5

年
3
月
1
日
、同
分
野
講
師
に
昇
任
。博
士

（
歯
学
）。

講
師　丸

尾 

直
樹

●
歯
周
病
学
分
野

昇任

　
佐
賀
医
科
大
学
医
学
部
看
護
科
卒
。久
留

米
大
学
大
学
院
心
理
学
研
究
科
人
間
行
動
心

理
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
修
了
。九
州
大
学

大
学
院
医
学
研
究
院
衛
生
・
公
衆
衛
生
学
分

野
学
術
研
究
員
、久
留
米
大
学
文
学
部
心
理

学
科
助
教
を
経
て
、2
0
2
5
年
４
月
１
日
、

福
岡
看
護
大
学
地
域
・
在
宅
看
護
部
門
講
師

に
就
任
。修
士（
心
理
学
）。 講

師　石
田 

有
紀

《
福
岡
看
護
大
学
》

●
地
域
・
在
宅
看
護
部
門

新任

　
福
岡
歯
科
大
学
歯
学
部
歯
学
科
卒
。同
大

学
大
学
院
歯
学
研
究
科
歯
学
専
攻
博
士
課
程

（
歯
科
矯
正
学
）修
了
。同
大
学
成
長
発
達
歯

学
講
座
矯
正
歯
科
学
分
野
助
教
、よ
し
む
ら

歯
科
医
院
勤
務
、ユ
ア
ー
ズ
矯
正
歯
科
勤
務
、

福
岡
歯
科
大
学
口
腔
･
顎
顔
面
外
科
学
講
座

口
腔
外
科
学
分
野
助
教
、福
岡
医
療
短
期
大

学
歯
科
衛
生
学
科
講
師
を
経
て
、2
0
2
5

年
４
月
1
日
、同
学
科
准
教
授
に
昇
任
。博
士

（
歯
学
）。

准
教
授　井

上 

庸
子

《
福
岡
医
療
短
期
大
学
》

●
歯
科
衛
生
学
科

昇任

●
内
科
学
分
野

講
師　京

極 

幸
子

　
久
留
米
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
。同
大
学

病
院
第
３
内
科
助
教
、大
牟
田
市
立
総
合
病

院
循
環
器
内
科
、甘
木
朝
倉
医
師
会
病
院
循

環
器
内
科
、久
留
米
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
循
環

器
内
科
勤
務
を
経
て
久
留
米
大
学
病
院
心

臓
・
血
管
内
科
助
教
、医
療
法
人
春
陽
会
う
え

む
ら
病
院
循
環
器
科
勤
務
を
経
て
、

2
0
2
5
年
4
月
1
日
、福
岡
歯
科
大
学
総

合
医
学
講
座
内
科
学
分
野
講
師
に
就
任
。

新任

●
口
腔
外
科
学
分
野

講
師　横

尾 

嘉
宣

昇任

　
北
海
道
大
学
歯
学
部
卒
。洛
和
会
音
羽
病

院
京
都
口
腔
健
康
セ
ン
タ
ー
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ

ン
ト
、同
病
院
口
腔
外
科
・
京
都
顎
変
形
症
セ

ン
タ
ー
医
員
、福
岡
歯
科
大
学
口
腔
･
顎
顔

面
外
科
学
講
座
口
腔
外
科
学
分
野
助
教
を
経

て
、2
0
2
5
年
４
月
１
日
、同
分
野
講
師
に

昇
任
。

●
内
科
学
分
野

講
師　西

崎 

晶
子

新任

　
九
州
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
。同
大
学
大

学
院
医
系
学
府
循
環
器
内
科
学
専
攻
博
士
課

程
修
了
。聖
マ
リ
ア
病
院
循
環
器
内
科
医
員
、

九
州
大
学
病
院
循
環
器
内
科
医
員
、済
生
会

二
日
市
病
院
循
環
器
内
科
医
長
、九
州
大
学

病
院
循
環
器
内
科
医
員
を
経
て
、2
0
2
5

年
4
月
1
日
、福
岡
歯
科
大
学
総
合
医
学
講

座
内
科
学
分
野
講
師
に
就
任
。博
士（
医
学
）。

　
2
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
6
1
2

回
理
事
会
に
お
い
て
、福
岡
医
療
短
期

大
学
の
歯
科
衛
生
学
科
長
を
決
定
し
ま

し
た
。

《
福
岡
医
療
短
期
大
学
》

歯
科
衛
生
学
科
長
決
定

《歯科衛生学科長》

古野 みはる
（歯科衛生学科　教授）

新任

　
福
岡
歯
科
大
学
の
松
本
光
生
名
誉
教

授
が
2
0
2
4
年
９
月
4
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。同
氏
は
昭
和
48
年
に
同
大
学

歯
科
矯
正
学
講
座
教
授
に
着
任
さ
れ
、放

射
線
科
科
長
、本
学
附
属
病
院
長
、お
よ

び
評
議
員
と
し
て
学
園
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
2
0
0
1
年
５
月
23
日
に
同
大
学

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
90
歳
。謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

松
本
光
生
福
岡
歯
科
大
学

名
誉
教
授
ご
逝
去

《情報図書館長》

晴佐久 悟
（基礎・専門基礎分野 教授）

《学生部長、教育支援・数学IR室長》

荒川 満枝
（基礎看護学分野 教授）

《学部長》

宮園 真美
（地域・在宅看護部門 教授）
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《
福
岡
歯
科
大
学
》

〔
客
員
教
授
〕

People 学 園の人々

学 園 行 事

教育法に関するFD研修会 医療安全講習会

福岡医療短期大学オープンキャンパス 歯科医師臨床研修　修了証授与式

NEWS

学園の様々な
出来事を

ピックアップして
ご紹介！

充実した日々、
いろいろ!!

イベントレコード

イベントカレンダー

福岡歯科大学 福岡看護大学 福岡医療
短期大学

2025年2月

▶1日・2日
▶５日
▶９日
▶14日
▶16日

第118回歯科医師国家試験

共用試験CBT

共用試験OSCE

第111回保健師国家試験

第114回看護師国家試験

2025年3月

▶2日
▶６日
▶７日
▶８日
▶14日
▶24日

▶26日

第34回歯科衛生士国家試験

卒業式

卒業式

卒業式

第118回歯科医師国家試験合格発表

第111回保健師国家試験合格発表

第114回看護師国家試験合格発表

第34回歯科衛生士国家試験合格発表

オープンキャンパス

2025年4月

▶3日
▶4日
▶5日

入学式

入学式

入学式

2025年6月

▶22日 オープンキャンパス

2025年7月

▶12日

▶26日
▶27日

オープンキャンパス

オープンキャンパス

オープンキャンパス

新キャンパス竣工記念式典

客員教員臨床教員紹介

歯科医師臨床研修　開始式を開催

　４月１日、本館９階講堂にて歯科医師臨床研修 開始式が開催されま
した。今年度の研修医はプログラムⅠ研修歯科医師が60名、プログラ
ムⅡ研修歯科医師が15名の合計75名で、代表者が鳥巣病院長より辞
令を交付され、全員でジュネーブ宣言を唱和しました。開始式終了後、
プログラム責任者および所属ブロックの副プログラム責任者が紹介さ
れ、オリエンテーションが行われました。
　午後からは歯科医師臨床研修セミナーが行われ、研修歯科医師たち
は真剣に耳を傾けていました。

2025年5月

▶25日 同窓生ご子息・
ご息女対象オープンキャンパス

オープンキャンパス

◆
樋
口

　勝
規 
﹇
元
九
州
大
学
病
院
・
周
術
期
口
腔
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
周
術
期
支
援
セ
ン
タ
ー
・
副
セ
ン
タ
ー
長
﹈

◆
中
畑

　高
子 
﹇
元
公
立
学
校
共
済
組
合
本
部
・
看
護
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
﹈

◆
平
田

　雅
人 

﹇
元
九
州
大
学
大
学
院
・
歯
学
研
究
院
長
／
歯
学
府
長
／
歯
学
部
長
﹈

◆
湯
浅

　賢
治 

﹇
元
福
岡
歯
科
大
学
・
画
像
診
断
学
分
野
・
教
授
﹈

◆
清
水

　博
史 

﹇
九
州
歯
科
大
学
・
非
常
勤
講
師
﹈

◆
岡
野

　慎
士 

﹇
長
崎
大
学
病
院
・
病
理
診
断
科
・
病
理
部
・
教
授
﹈

◆
高
橋

　康
一 

﹇
邦
生
会
高
山
泌
尿
器
科
月
の
浦
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
院
長
﹈

◆
比
嘉
奈
津
美 

﹇
参
議
院
議
員
﹈

◆
松
本

　拓
也 

﹇
国
立
病
院
機
構
福
岡
東
医
療
セ
ン
タ
ー
・
血
管
外
科
部
長
﹈

◆
山
本

　卓
明 

﹇
福
岡
大
学
・
医
学
部
整
形
外
科
・
教
授
﹈

◆
壬
生

　正
博 

﹇
元
福
岡
歯
科
大
学
・
言
語
情
報
学
分
野
・
教
授
﹈

◆
土
屋
嘉
都
彦﹇
土
屋
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
大
分
オ
フ
ィ
ス
・
院
長
﹈

◆
中

　

  

四
良  

﹇
中
歯
科
医
院
・
院
長
﹈  

◆
小
栁

　進
祐﹇
小
柳
歯
科
医
院
・
院
長
﹈

◆
川
嵜

　俊
明﹇
川
﨑
歯
科
医
院
・
院
長
﹈

◆
吉
永

　

  

修  ﹇
医
療
法
人
社
団
徳
治
会
・
理
事
長
﹈  

◆
大
森

　桂
二﹇
大
森
歯
科
医
院
・
院
長
﹈

◆
石
井

　

  

香  ﹇
医
療
法
人
い
し
い
か
お
り
小
児
歯
科
・
理
事
長
﹈  

◆
荒
川

　周
幸﹇
医
療
法
人
あ
ら
か
わ
歯
科
・
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
院
長
﹈

◆
木
村
敬
次
リ
チ
ャ
ー
ド﹇
リ
チ
ャ
ー
ド
歯
科
・
院
長
﹈

◆
平
塚

　正
雄﹇
沖
縄
県
歯
科
医
師
会
立
沖
縄
県
口
腔
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
・
診
療
部
長
﹈  

◆
中
村

　芳
明﹇
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
・
歯
科
口
腔
外
科
部
長
﹈  

◆
三
輪

　邦
弘﹇
元
福
岡
歯
科
大
学
・
画
像
診
断
学
分
野
・
講
師
﹈  

◆
吉
浦

　一 

紀﹇
九
州
大
学
・
名
誉
教
授
﹈  

◆
渋
田

　健
二﹇
し
ぶ
た
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
院
長
﹈  

◆
江
崎

　和
久﹇
睡
眠
下
顎
研
究
所
江
崎
歯
科
内
科
医
院
・
院
長
﹈  

〔
臨
床
准
教
授
〕

◆
樋
口

　克
彦 

﹇
ひ
ぐ
ち
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
院
長
﹈

◆
榊    

　恭
範 

﹇
医
療
法
人
榊
歯
科
医
院
さ
か
き
デ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
・
院
長
﹈  

◆
村
上

　

  

弘   

﹇
む
ら
か
み
ひ
ろ
し
歯
科
医
院
・
院
長
﹈  

◆
久
保
田
智
彦 

﹇
社
会
福
祉
法
人
若
楠
・
若
楠
療
育
園
・
歯
科
部
長
﹈

◆
瀬
々

　良
介 

﹇
伊
東
歯
科
口
腔
病
院
・
画
像
診
断
部
部
長
﹈  

◆
筒
井

　祐
介 

﹇
筒
井
歯
科
医
院
・
院
長
﹈

◆
稲
井

　裕
子 

﹇
九
州
大
学
病
院 

口
腔
総
合
診
療
科 

助
教
﹈

◆
松
本

　明
子 

﹇
ぴ
の
歯
科
・
院
長
﹈  

◆
久
保
山
博
子 

﹇
く
ぼ
や
ま
ひ
ろ
こ
小
児
歯
科
医
院
・
院
長
﹈

◆
河
村

　
  

純   

﹇
河
村
歯
科
医
院
・
副
院
長
﹈

〔
客
員
准
教
授
〕

◆
奥
田

　貫
介 

﹇
お
く
だ
総
合
法
律
事
務
所
・
弁
護
士
﹈

◆
池
邉

　哲
郎 

﹇
元
福
岡
歯
科
大
学
・
口
腔
外
科
学
分
野
・
教
授
﹈

◆
坂
上

　竜
資 

﹇
元
福
岡
歯
科
大
学
・
歯
周
病
学
分
野
・
教
授
﹈

◆
城
戸

　寛
史 

﹇
元
福
岡
歯
科
大
学
・
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
分
野
・
教
授
﹈ 

再  
任

〔
臨
床
教
授
〕

◆
白
井

　義
英﹇
白
井
歯
科
・
院
長
﹈

◆
本
村

　春
彦﹇
医
療
法
人
永
寿
会
川
添
記
念
病
院
・
医
師
﹈

◆
大
野

　知
子﹇
ツ
イ
ン
ク
ル
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
院
長
﹈

◆
二
木

　寿
子﹇
国
家
公
務
員
共
済
組
合
浜
の
町
病
院
・
非
常
勤
歯
科
医
師
﹈

◆
久
保

　至
誠﹇
元
長
崎
大
学
大
学
院
・
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　歯
科
補
綴
学
分
野
保
存
修
復
学
部
門
・
准
教
授
﹈

◆
春
名
千
英
子﹇
は
る
な
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
副
院
長
﹈

◆
徳
永

　哲
彦﹇
医
療
法
人
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
徳
永
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
院
長
﹈

◆
松
永

　興
昌﹇
松
永
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
院
長
﹈  

再  

任
再  

任

再  

任
新  

任

新  

任

新  

任

　2
0
1
2
年
1
月
に
松
浦
正
郎
教
授

の
後
任
と
し
て
教
授
に
昇
任
い
た
し
ま

し
た
。口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
科
は
開
設
以

来
、九
州
で
は
最
多
の
、全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
埋
入
本
数

を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
充

実
し
た
活
動
が
行
え
た
の
は
、多
く
の

方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
甚
な
る

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 教 

授
城
戸 

寛
史

口
腔

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
分
野

教 

授
大
星 

博
明

内
科
学
分
野

　2
0
0
5
年
11
月
に
着
任
し
て
以
来

19
年
5
か
月
、本
学
園
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。口
腔
外
科
臨
床
を

通
じ
て
口
腔
医
学
を
学
生
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
か
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、艱
難
辛
苦
し
な
が
ら
何
と
か

定
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
皆
様
の
ご
厚
情
の
お
蔭
で
す
。謹
ん
で

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。福
岡
学
園
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

教 

授
池
邉 

哲
郎

口
腔
外
科
学
分
野

　2
0
0
9
年
4
月
に
九
州
大
学
よ
り

赴
任
し
、「
全
身
を
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
診
療

で
き
る
内
科
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、患
者
さ

ん
に
優
し
い
診
療
体
制
を
心
掛
け
て
参

り
ま
し
た
。ま
た
、本
学
が
提
唱
・
推
進
す

る「
口
腔
医
学
」教
育
に
当
初
よ
り
携
わ

れ
た
こ
と
は
良
い
思
い
出
で
す
。西
日
本

の
歯
科
大
学
の
雄
と
し
て
、本
学
の
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

　2
0
0
3
年
1
月
か
ら
2
0
2
5
年

3
月
ま
で
の
22
年
間
、口
腔
治
療
学
講

座
歯
周
病
学
分
野
の
教
授
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
間
、口
腔
歯

学
部
門
長
、学
生
部
次
長
、情
報
図
書
館

長
、医
科
歯
科
総
合
病
院
の
病
院
長
と

し
て
、皆
様
に
は
大
変
に
お
世
話
に
な
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。皆
様
の
ご
健
勝

と
学
園
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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授
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上 
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歯
周
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定年を迎えて
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田

　賢
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﹇
介
護
老
人
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健
施
設
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ャ
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テ
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長
﹈
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福
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〔
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〕
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《
福
岡
歯
科
大
学
》

〔
客
員
教
授
〕

People 学 園の人々

学 園 行 事

教育法に関するFD研修会 医療安全講習会

福岡医療短期大学オープンキャンパス 歯科医師臨床研修　修了証授与式

NEWS

学園の様々な
出来事を

ピックアップして
ご紹介！

充実した日々、
いろいろ!!

イベントレコード

イベントカレンダー

福岡歯科大学 福岡看護大学 福岡医療
短期大学

2025年2月

▶1日・2日
▶５日
▶９日
▶14日
▶16日

第118回歯科医師国家試験

共用試験CBT

共用試験OSCE

第111回保健師国家試験

第114回看護師国家試験

2025年3月

▶2日
▶６日
▶７日
▶８日
▶14日
▶24日

▶26日

第34回歯科衛生士国家試験

卒業式

卒業式

卒業式

第118回歯科医師国家試験合格発表

第111回保健師国家試験合格発表

第114回看護師国家試験合格発表

第34回歯科衛生士国家試験合格発表

オープンキャンパス

2025年4月

▶3日
▶4日
▶5日

入学式

入学式

入学式

2025年6月

▶22日 オープンキャンパス

2025年7月

▶12日

▶26日
▶27日

オープンキャンパス

オープンキャンパス

オープンキャンパス

新キャンパス竣工記念式典

客員教員臨床教員紹介

歯科医師臨床研修　開始式を開催

　４月１日、本館９階講堂にて歯科医師臨床研修 開始式が開催されま
した。今年度の研修医はプログラムⅠ研修歯科医師が60名、プログラ
ムⅡ研修歯科医師が15名の合計75名で、代表者が鳥巣病院長より辞
令を交付され、全員でジュネーブ宣言を唱和しました。開始式終了後、
プログラム責任者および所属ブロックの副プログラム責任者が紹介さ
れ、オリエンテーションが行われました。
　午後からは歯科医師臨床研修セミナーが行われ、研修歯科医師たち
は真剣に耳を傾けていました。

2025年5月

▶25日 同窓生ご子息・
ご息女対象オープンキャンパス

オープンキャンパス

◆
樋
口
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﹇
元
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大
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病
院
・
周
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ー
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／

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

周
術
期
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セ
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セ
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﹈

◆
中
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﹇
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・
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ド
バ
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ザ
ー
﹈

◆
平
田
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﹇
元
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大
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学
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・
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学
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／
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﹈
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﹇
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福
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歯
科
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画
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診
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授
﹈

◆
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科
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学
・
非
常
勤
講
師
﹈

◆
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学
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院
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授
﹈

◆
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﹇
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生
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科
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﹈

◆
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﹈

◆
松
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岡
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医
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タ
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﹈

◆
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﹇
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岡
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﹈
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﹇
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﹈
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﹈
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大
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科
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・
院
長
﹈
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井
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医
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歯
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事
長
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幸﹇
医
療
法
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あ
ら
か
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歯
科
・
矯
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歯
科
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ニ
ッ
ク
・
院
長
﹈

◆
木
村
敬
次
リ
チ
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ー
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チ
ャ
ー
ド
歯
科
・
院
長
﹈

◆
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塚

　正
雄﹇
沖
縄
県
歯
科
医
師
会
立
沖
縄
県
口
腔
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
・
診
療
部
長
﹈  
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中
村
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日
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﹈  

◆
三
輪

　邦
弘﹇
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・
名
誉
教
授
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﹇
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﹇
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﹇
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﹈
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井
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学
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長
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﹈
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﹈
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﹇
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﹈
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﹈
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﹈
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﹇
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﹈ 

再  

任

〔
臨
床
教
授
〕

◆
白
井

　義
英﹇
白
井
歯
科
・
院
長
﹈

◆
本
村

　春
彦﹇
医
療
法
人
永
寿
会
川
添
記
念
病
院
・
医
師
﹈

◆
大
野

　知
子﹇
ツ
イ
ン
ク
ル
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
院
長
﹈

◆
二
木

　寿
子﹇
国
家
公
務
員
共
済
組
合
浜
の
町
病
院
・
非
常
勤
歯
科
医
師
﹈

◆
久
保

　至
誠﹇
元
長
崎
大
学
大
学
院
・
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　歯
科
補
綴
学
分
野
保
存
修
復
学
部
門
・
准
教
授
﹈

◆
春
名
千
英
子﹇
は
る
な
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
副
院
長
﹈

◆
徳
永

　哲
彦﹇
医
療
法
人
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
徳
永
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
院
長
﹈

◆
松
永

　興
昌﹇
松
永
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
院
長
﹈  

再  

任
再  

任

再  

任
新  

任

新  

任

新  

任

　2
0
1
2
年
1
月
に
松
浦
正
郎
教
授

の
後
任
と
し
て
教
授
に
昇
任
い
た
し
ま

し
た
。口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
科
は
開
設
以

来
、九
州
で
は
最
多
の
、全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
埋
入
本
数

を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
充

実
し
た
活
動
が
行
え
た
の
は
、多
く
の

方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
甚
な
る

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 教 

授
城
戸 

寛
史

口
腔

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
分
野

教 

授
大
星 

博
明

内
科
学
分
野

　2
0
0
5
年
11
月
に
着
任
し
て
以
来

19
年
5
か
月
、本
学
園
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。口
腔
外
科
臨
床
を

通
じ
て
口
腔
医
学
を
学
生
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
か
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、艱
難
辛
苦
し
な
が
ら
何
と
か

定
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
皆
様
の
ご
厚
情
の
お
蔭
で
す
。謹
ん
で

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。福
岡
学
園
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

教 

授
池
邉 

哲
郎

口
腔
外
科
学
分
野

　2
0
0
9
年
4
月
に
九
州
大
学
よ
り

赴
任
し
、「
全
身
を
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
診
療

で
き
る
内
科
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、患
者
さ

ん
に
優
し
い
診
療
体
制
を
心
掛
け
て
参

り
ま
し
た
。ま
た
、本
学
が
提
唱
・
推
進
す

る「
口
腔
医
学
」教
育
に
当
初
よ
り
携
わ

れ
た
こ
と
は
良
い
思
い
出
で
す
。西
日
本

の
歯
科
大
学
の
雄
と
し
て
、本
学
の
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

　2
0
0
3
年
1
月
か
ら
2
0
2
5
年

3
月
ま
で
の
22
年
間
、口
腔
治
療
学
講

座
歯
周
病
学
分
野
の
教
授
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
間
、口
腔
歯

学
部
門
長
、学
生
部
次
長
、情
報
図
書
館

長
、医
科
歯
科
総
合
病
院
の
病
院
長
と

し
て
、皆
様
に
は
大
変
に
お
世
話
に
な
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。皆
様
の
ご
健
勝

と
学
園
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

教 

授
坂
上 

竜
資

歯
周
病
学
分
野

定年を迎えて

◆
岡
田

　賢
司 

﹇
介
護
老
人
保
健
施
設
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
・
施
設
長
﹈

《
福
岡
看
護
大
学
》

〔
客
員
教
授
〕

福
岡
学
園
広
報
誌  N

ew
 So

p
h

ia  126
P

eo
p

le

福
岡
学
園
広
報
誌  N
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 So

p
h
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E
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o
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令
和
７
年
３
月
９
日
、
福
岡
県
歯
科
医
師
会
館
に
て
、
同
窓
会
主
催
に
よ
る

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

演
者

◯「
ア
ラ
イ
ナ
ー
矯
正
の
進
化
と
未
来
」　
増
岡
尚
哉 

先
生

◯「
総
合
歯
科
臨
床
に
お
け
る
矯
正
治
療
」

〜
T
A
D
の
臨
床
応
用
と
そ
の
有
効
性
〜

　
金
成
雅
彦 

先
生

◯「
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
矯
正
の
難
し
さ
・
楽
し
さ
・
す
ば

ら
し
さ
」（
G
P
症
例
を
通
じ
て
・
・
・
）

　
北
園
俊
司 

先
生

　
一
般
臨
床
を
行
う
歯
科
医
師
に
と
っ
て
、
矯
正
治

療
は
ど
こ
か
遠
い
存
在
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ブ
リ
ッ
ジ
や
補
綴
を
考

え
る
際
に
、「
支
台
歯
の
軸
が
ま
っ
す
ぐ
で
あ
れ
ば
」

や
「
上
下
の
咬
合
関
係
が
正
常
で
あ
れ
ば
」
な
ど
と

考
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
矯
正
治
療
の
経
験
が
な

い
た
め
に
、
そ
の
ま
ま
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
臨
床
を

進
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、
そ
う
し
た
場
面
に
お
い
て
矯

正
治
療
を
併
用
し
て
い
る
先
生
が
ど
の
よ
う
な
視
点

で
治
療
を
進
め
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
、
大
変
有
意
義

な
内
容
で
し
た
。

　
一
般
臨
床
医
で
も
取
り
組
め
る
矯
正
治
療
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
診
療
の
幅
が
広
が
り
、
よ
り
確
実

な
治
療
結
果
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
、
非
常
に
参
考
に
な
る
研
修
会
で
し
た
。

　
九
州
５
大
学
歯
学
部
同
窓
会
連
絡
協
議
会
と
い
う
会
が
あ
り
ま
す
。九
州
に

は
歯
学
部
を
有
す
る
大
学
が
５
つ
あ
り
、九
州
歯
科
大
学
、九
州
大
学
歯
学
部
、

福
岡
歯
科
大
学
、長
崎
大
学
歯
学
部
、鹿
児
島
大
学
歯
学
部
の
５
校
で
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
歯
学
部
の
同
窓
会
が

連
携
し
協
議
を
行
う
場
で
あ
り
、毎
年
、各
大
学
が
持

ち
回
り
で
主
催
し
て
い
ま
す
。今
年
は
鹿
児
島
大
学
が

主
催
し
、鹿
児
島
市
で
令
和
７
年
３
月
21
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
福
岡
歯
科
大
学
同
窓
会
か
ら
は
、吉
永
会
長
を
は

じ
め
、副
会
長
の
黒
木
氏
、松
島
氏
、要
氏
、そ
し
て
専

務
理
事
の
江
籐
氏
が
参
加
し
ま
し
た
。協
議
会
で
は
、

他
大
学
の
活
動
や
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の

知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、同
窓
会
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、地
域
医

療
へ
の
貢
献
や
国
政
へ
の
働
き
か
け
な
ど
、幅
広
い
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
で
す
。し
か
し
近
年
、同

窓
会
に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な

課
題
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。今
回
の
協
議
会
で
は
、こ

う
し
た
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、解
決
策
を

模
索
す
る
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
大
学
間
の
連
携
を
一
層
深
め
、よ
り
良
い
同

窓
会
活
動
と
歯
科
医
療
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。39
期
生
の
加
来
伸
哉
で
す
。

　
私
は
2
0
2
4
年
か
ら
、父
の
歯
科
医
院
で
あ
る
加
来
ひ
ろ
し
歯
科
医
院
に
勤

務
を
始
め
ま
し
た
。福
岡
歯
科
大
学
を
卒
業
後
、同
大
学
の
歯
周
病
科
に
勤
め
、さ

ら
に
福
岡
県
内
の
歯
科
医
院
で
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の
経
験
を
生
か
し
、

現
在
は
父
と
と
も
に
医
院
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　
実
家
に
戻
っ
た
際
、父
の
医
院
は
開
業
36
周
年
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

勤
務
し
た
ど
の
歯
科
医
院
よ
り
も
長
い
歴
史
を
持
つ
こ
の
場
所
で
、地
域
の
方
々

が
何
十
年
に
も
わ
た
り
信
頼
を
寄
せ
、毎
日
多
く
の
患
者
様
が
訪
れ
る
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。そ
の
時
、歯
科
医
師
と
い
う
仕
事
が
地
域
社
会
そ
の
も
の
に

貢
献
で
き
る
素
晴
ら
し
い
職
業
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、こ
の
医
院
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、患
者
様
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
、地
域
に
貢
献
で
き
る
歯
科
医
療
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。父
の
築
い
た
こ
の
場
所

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、よ
り

多
く
の
方
に
信
頼
さ
れ
る
歯

科
医
院
を
目
指
し
て
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
12
期
生
の
田
中
靖
彦
で
す
。私
が
今
、力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が「
ス

ポ
ー
ツ
歯
科
」で
す
。長
崎
県
歯
科
医
師
会
で
は「
デ
ン
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
し
て

V
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
、長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
の
ト
ッ
プ
選
手
、ユ
ー
ス
選
手
に
定
期
的
な

歯
科
健
診
を
実
施
し
、口
腔
環
境
の
最
適
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

試
合
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、一
般
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
も
歯
科
の
重
要
性
を
啓
発

し
、ス
ポ
ー
ツ
と
歯
の
健
康
の
関
係
を
広
め
て
い
ま
す
。高
校
時
代
、ス
ポ
ー
ツ
選

手
を
目
指
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
こ
れ
と
な
い
事
業
展
開
に
な
っ
て
い
ま
す
。今

後
も
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
を
通
し
て
県
民
の
健
康
維
持
に
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
サ
ポ
ー
ト
を
実
践
す
る
場
と
し
て
注
目
し
て
い
る
の
が「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム

シ
テ
ィ
」。昨
年
、誕
生
し
た
こ
の

施
設
は
V
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
、

長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
の
本
拠
地
と
し

て
、ス
ポ
ー
ツ
・
オ
フ
ィ
ス
・
商

業
・
ホ
テ
ル
が
融
合
し
た
日
本
初

の
複
合
型
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ

で
す
。試
合
観
戦
だ
け
で
な
く
、

健
康
維
持
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
目
的
に
訪
れ
る
人
も
多
く
、

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
の
新
た
な
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も

是
非
、足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

山
本 

直
美
氏（
12
期
生
）

第
37
回
学
術
講
演
会

「
歯
科
医
療
の
今
と
こ
れ
か
ら
」

加
来 

伸
哉
氏（
39
期
生
）

地
域
に
根
ざ
し
た

歯
科
医
院
と
し
て

九
州
５
大
学
歯
学
部

同
窓
会
連
絡
協
議
会

要 

光
氏（
11
期
生
）

ス
ポ
ー
ツ
歯
科
の
魅
力

田
中 

靖
彦
氏（
12
期
生
）

福
岡
学
園
広
報
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令
和
７
年
３
月
９
日
、
福
岡
県
歯
科
医
師
会
館
に
て
、
同
窓
会
主
催
に
よ
る

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

演
者

◯「
ア
ラ
イ
ナ
ー
矯
正
の
進
化
と
未
来
」　
増
岡
尚
哉 

先
生

◯「
総
合
歯
科
臨
床
に
お
け
る
矯
正
治
療
」

〜
T
A
D
の
臨
床
応
用
と
そ
の
有
効
性
〜

　
金
成
雅
彦 

先
生

◯「
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
矯
正
の
難
し
さ
・
楽
し
さ
・
す
ば

ら
し
さ
」（
G
P
症
例
を
通
じ
て
・
・
・
）

　
北
園
俊
司 

先
生

　
一
般
臨
床
を
行
う
歯
科
医
師
に
と
っ
て
、
矯
正
治

療
は
ど
こ
か
遠
い
存
在
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ブ
リ
ッ
ジ
や
補
綴
を
考

え
る
際
に
、「
支
台
歯
の
軸
が
ま
っ
す
ぐ
で
あ
れ
ば
」

や
「
上
下
の
咬
合
関
係
が
正
常
で
あ
れ
ば
」
な
ど
と

考
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
矯
正
治
療
の
経
験
が
な

い
た
め
に
、
そ
の
ま
ま
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
臨
床
を

進
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、
そ
う
し
た
場
面
に
お
い
て
矯

正
治
療
を
併
用
し
て
い
る
先
生
が
ど
の
よ
う
な
視
点

で
治
療
を
進
め
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
、
大
変
有
意
義

な
内
容
で
し
た
。

　
一
般
臨
床
医
で
も
取
り
組
め
る
矯
正
治
療
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
診
療
の
幅
が
広
が
り
、
よ
り
確
実

な
治
療
結
果
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
、
非
常
に
参
考
に
な
る
研
修
会
で
し
た
。

　
九
州
５
大
学
歯
学
部
同
窓
会
連
絡
協
議
会
と
い
う
会
が
あ
り
ま
す
。九
州
に

は
歯
学
部
を
有
す
る
大
学
が
５
つ
あ
り
、九
州
歯
科
大
学
、九
州
大
学
歯
学
部
、

福
岡
歯
科
大
学
、長
崎
大
学
歯
学
部
、鹿
児
島
大
学
歯
学
部
の
５
校
で
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
歯
学
部
の
同
窓
会
が

連
携
し
協
議
を
行
う
場
で
あ
り
、毎
年
、各
大
学
が
持

ち
回
り
で
主
催
し
て
い
ま
す
。今
年
は
鹿
児
島
大
学
が

主
催
し
、鹿
児
島
市
で
令
和
７
年
３
月
21
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
福
岡
歯
科
大
学
同
窓
会
か
ら
は
、吉
永
会
長
を
は

じ
め
、副
会
長
の
黒
木
氏
、松
島
氏
、要
氏
、そ
し
て
専

務
理
事
の
江
籐
氏
が
参
加
し
ま
し
た
。協
議
会
で
は
、

他
大
学
の
活
動
や
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の

知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、同
窓
会
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、地
域
医

療
へ
の
貢
献
や
国
政
へ
の
働
き
か
け
な
ど
、幅
広
い
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
で
す
。し
か
し
近
年
、同

窓
会
に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な

課
題
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。今
回
の
協
議
会
で
は
、こ

う
し
た
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、解
決
策
を

模
索
す
る
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
大
学
間
の
連
携
を
一
層
深
め
、よ
り
良
い
同

窓
会
活
動
と
歯
科
医
療
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。39
期
生
の
加
来
伸
哉
で
す
。

　
私
は
2
0
2
4
年
か
ら
、父
の
歯
科
医
院
で
あ
る
加
来
ひ
ろ
し
歯
科
医
院
に
勤

務
を
始
め
ま
し
た
。福
岡
歯
科
大
学
を
卒
業
後
、同
大
学
の
歯
周
病
科
に
勤
め
、さ

ら
に
福
岡
県
内
の
歯
科
医
院
で
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の
経
験
を
生
か
し
、

現
在
は
父
と
と
も
に
医
院
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　
実
家
に
戻
っ
た
際
、父
の
医
院
は
開
業
36
周
年
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

勤
務
し
た
ど
の
歯
科
医
院
よ
り
も
長
い
歴
史
を
持
つ
こ
の
場
所
で
、地
域
の
方
々

が
何
十
年
に
も
わ
た
り
信
頼
を
寄
せ
、毎
日
多
く
の
患
者
様
が
訪
れ
る
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。そ
の
時
、歯
科
医
師
と
い
う
仕
事
が
地
域
社
会
そ
の
も
の
に

貢
献
で
き
る
素
晴
ら
し
い
職
業
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、こ
の
医
院
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、患
者
様
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
、地
域
に
貢
献
で
き
る
歯
科
医
療
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。父
の
築
い
た
こ
の
場
所

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、よ
り

多
く
の
方
に
信
頼
さ
れ
る
歯

科
医
院
を
目
指
し
て
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
12
期
生
の
田
中
靖
彦
で
す
。私
が
今
、力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が「
ス

ポ
ー
ツ
歯
科
」で
す
。長
崎
県
歯
科
医
師
会
で
は「
デ
ン
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
し
て

V
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
、長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
の
ト
ッ
プ
選
手
、ユ
ー
ス
選
手
に
定
期
的
な

歯
科
健
診
を
実
施
し
、口
腔
環
境
の
最
適
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

試
合
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、一
般
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
も
歯
科
の
重
要
性
を
啓
発

し
、ス
ポ
ー
ツ
と
歯
の
健
康
の
関
係
を
広
め
て
い
ま
す
。高
校
時
代
、ス
ポ
ー
ツ
選

手
を
目
指
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
こ
れ
と
な
い
事
業
展
開
に
な
っ
て
い
ま
す
。今

後
も
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
を
通
し
て
県
民
の
健
康
維
持
に
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
サ
ポ
ー
ト
を
実
践
す
る
場
と
し
て
注
目
し
て
い
る
の
が「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム

シ
テ
ィ
」。昨
年
、誕
生
し
た
こ
の

施
設
は
V
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
、

長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
の
本
拠
地
と
し

て
、ス
ポ
ー
ツ
・
オ
フ
ィ
ス
・
商

業
・
ホ
テ
ル
が
融
合
し
た
日
本
初

の
複
合
型
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ

で
す
。試
合
観
戦
だ
け
で
な
く
、

健
康
維
持
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
目
的
に
訪
れ
る
人
も
多
く
、

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
の
新
た
な
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も

是
非
、足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

山
本 

直
美
氏（
12
期
生
）

第
37
回
学
術
講
演
会

「
歯
科
医
療
の
今
と
こ
れ
か
ら
」

加
来 

伸
哉
氏（
39
期
生
）

地
域
に
根
ざ
し
た

歯
科
医
院
と
し
て

九
州
５
大
学
歯
学
部

同
窓
会
連
絡
協
議
会

要 

光
氏（
11
期
生
）

ス
ポ
ー
ツ
歯
科
の
魅
力

田
中 

靖
彦
氏（
12
期
生
）

福
岡
学
園
広
報
誌  N

ew
 So

p
h

ia  126
Fro

m
 A

lu
m

n
i

福
岡
学
園
広
報
誌  N

ew
 So

p
h

ia  126
Fro

m
 A

lu
m

n
i

1516



　私
は
福
岡
医
療
短
期
大
学
歯
科
衛

生
学
科
を
卒
業
後
、専
攻
科
へ
進
学

し
、ロ
腔
外
科
を
専
攻
し
ま
し
た
。専

攻
科
修
了
後
、福
岡
歯
科
大
学
医
科

歯
科
総
合
病
院
に
入
職
し
、三
年
目

に
な
り
ま
す
。

　一
年
目
は
ロ
腔
外
科
に
配
属
さ
れ
、

外
科
処
置
の
ア
シ
ス
ト
や
周
術
期
の

患
者
さ
ん
の
ロ
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と

で
術
後
感
染
の
予
防
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　二
年
目
の
十
月
か
ら
は
、歯
料
衛
生

士
部
の
能
力
開
発
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
に
よ
り
総
合
・
高
齢
者
歯
科
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
。成
人
か
ら
高
齢

者
、全
身
既
往
歴
が
あ
る
患
者
さ
ん

な
ど
幅
広
く
、様
々
な
症
例
を
担
当
医

と
相
談
し
な
が
ら
治
療
計
画
を
立
案

し
、歯
周
基
本
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。患
者
指
導
の
際
は
一
方
的
な
指
導

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、患
者
さ
ん
の
言

葉
に
よ
く
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
、ロ
腔
の
健
康
を
維
持
・
向
上

で
き
る
よ
う
に
技
術
や
知
識
を
更
に

身
に
つ
け
、歯
科
衛
生
士
と
し
て
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
学
生
生
活
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー

ト
授
業
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、徐
々
に
制
限

が
緩
和
さ
れ
授
業
は
対
面
へ
、食
事
も
黙
食
か

ら
会
話
の
飛
び
交
う
楽
し
い
昼
休
み
へ
と
変
化

し
、み
ん
な
で
協
力
し
芸
術
祭
を
成
功
さ
せ
た

こ
と
な
ど
、思
い
描
い
て
い
た
大
学
生
ら
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。病
院
実
習

で
は
、い
ま
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど

苦
し
い
時
や
辛
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、同
じ

グ
ル
ー
プ
の
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
看
護
師
国
家
試
験
に
向
け
て
の
勉
強
で
は
、

強
い
不
安
に
駆
ら
れ
な
が
ら
も
友
達
と
問
題
を

出
し
合
っ
た
り
、教
え
合
っ
た
り
と
み
ん
な
で

協
力
し
、励
ま
し
合
い
な
が
ら
頑
張
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。学
生
生
活
の
4
年
間
で
特
に
仲

間
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し

た
。自
分
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、声
に
出
し
て
仲

間
を
頼
る
こ
と
で
苦
し
い
こ
と
も
乗
り
越
え
ら

れ
る
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
と
も
っ
と
大
変
な
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
時
は
、福
岡
看

護
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
活

か
し
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
４
年
間
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、職
員
の
皆
様
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

NEW Sophia
コラム

イワカガミ

　 イ ワ カ ガ ミ（ S c h i z o c o d o n 

soldanelloides）は、日本を原産とする

イワウメ科イワカガミ属の常緑多年草。

　岩場に多く生え、光沢のある丸い葉が

古墳時代の銅鏡に似ていることから「岩

鏡」と名付けられた。花言葉は「忠実」。

人の心を映し出す鏡と考えたか、あるい

は頭を垂れた花の姿を謙虚な振る舞い

と見たか。

　ツヤツヤした葉の中央から真っ直ぐ

に伸びた花茎の先に5～10個ほどの花

序をつけるが、4月から7月ごろにかけて

咲く可憐な花は一度見たら忘れること

はないだろう。うつむきがちに下を向い

て開く淡紅色の花弁は細かく裂け、まる

でチアリーダーのポンポンのよう。

　一般には高山植物と考えられている

が、意外と低地にも生えている。福岡近

郊の室見川上流域あたりでも日陰の傾

斜地を注意しながら歩くと見つけること

ができる。

　春は旅立ちと新生活始まりの時です。
New Sophiaには卒業式、修了式、入学式、
開始式などの記事が満載です。また、人
事異動のニュースも載っています。新緑
のキャンパスには新入生の皆さん、研修
医や新規採用の職員さんなどの姿が多
く見られます。福岡学園の新年度が素晴
らしいものになるよう祈念しております。

（米田 雅裕）

編集後記

　
現
在
、私
は
歯
科
衛
生
学
科
の
専
攻
科
に
通
っ
て
い
ま
す
。三

年
生
で
の
実
習
を
終
え
た
と
き
に
自
分
が
苦
手
と
す
る
分
野
が

こ
の
一
年
間
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
専
攻
科
へ
の
進

学
を
決
め
ま
し
た
。三
年
生
で
の
臨
床
実
習
で
は
、専
門
的
な
知

識
や
手
技
の
習
得
を
学
ん
だ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、自
身
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
よ
う
な
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
実
際
に

み
た
歯
科
医
療
の
現
場
で
は
、歯
科
衛
生
士
が
口
腔
疾
患
の
予
防

処
置
や
保
健
指
導
を
主
体
的
に
行
う
場
面
が
多
く
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、ま
た
多
く
の
臨
床
例
に
対
応
で
き
る
問
題
解

決
能
力
が
現
在
の
歯
科
衛
生
士
に
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
能
力

で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
私
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
不
足
し
て
い
る
と
思
い
、さ
ら
に
レ
ベ
ル

の
高
い
歯
科
衛
生
士
を
目
指
す
た
め
、専
攻
科
へ
進
も
う
と
決
意

し
ま
し
た
。

　
私
が
今
、働
き
た
い
と
思
う
場
所
と
、一
年
後
働
き
た
い
と
思

う
場
所
が
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。歯
科
衛
生
士
と
い
う
肩
書
き

は
同
じ
で
も
、一
般
の
歯
科
医
院
だ
け
で
な
く
、企
業
や
介
護
施

設
な
ど
就
業
先
の
選
択
肢
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
の
中

で
、成
長
し
て
い
く
私
た
ち
が
素
敵
な
歯
科
衛
生
士
に
な
れ
る
よ

う
に
、そ
し
て
私
自
身
が
本
当
に
輝
け
る
環
境
で
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

福
岡
医
療
短
期
大
学 

専
攻
科

加
藤  

瑠
莉

学生からのメッセージ

福岡歯科大学医科歯科総合病院 歯科衛生士部

峰 可蓮

短  大

#31

福
岡
看
護
大
学 

第
5
期
生

河
津  

成
美

・・・・・・・・・・・・・・・・・

＃31

みんなの声

(内藤 徹）

必
要
と
さ
れ
る

歯
科
衛
生
士
の

育
成
を
目
指
し
て

夢
の
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め
に
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　私
は
福
岡
医
療
短
期
大
学
歯
科
衛

生
学
科
を
卒
業
後
、専
攻
科
へ
進
学

し
、ロ
腔
外
科
を
専
攻
し
ま
し
た
。専

攻
科
修
了
後
、福
岡
歯
科
大
学
医
科

歯
科
総
合
病
院
に
入
職
し
、三
年
目

に
な
り
ま
す
。

　一
年
目
は
ロ
腔
外
科
に
配
属
さ
れ
、

外
科
処
置
の
ア
シ
ス
ト
や
周
術
期
の

患
者
さ
ん
の
ロ
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と

で
術
後
感
染
の
予
防
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　二
年
目
の
十
月
か
ら
は
、歯
料
衛
生

士
部
の
能
力
開
発
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
に
よ
り
総
合
・
高
齢
者
歯
科
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
。成
人
か
ら
高
齢

者
、全
身
既
往
歴
が
あ
る
患
者
さ
ん

な
ど
幅
広
く
、様
々
な
症
例
を
担
当
医

と
相
談
し
な
が
ら
治
療
計
画
を
立
案

し
、歯
周
基
本
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。患
者
指
導
の
際
は
一
方
的
な
指
導

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、患
者
さ
ん
の
言

葉
に
よ
く
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
、ロ
腔
の
健
康
を
維
持
・
向
上

で
き
る
よ
う
に
技
術
や
知
識
を
更
に

身
に
つ
け
、歯
科
衛
生
士
と
し
て
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
学
生
生
活
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー

ト
授
業
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、徐
々
に
制
限

が
緩
和
さ
れ
授
業
は
対
面
へ
、食
事
も
黙
食
か

ら
会
話
の
飛
び
交
う
楽
し
い
昼
休
み
へ
と
変
化

し
、み
ん
な
で
協
力
し
芸
術
祭
を
成
功
さ
せ
た

こ
と
な
ど
、思
い
描
い
て
い
た
大
学
生
ら
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。病
院
実
習

で
は
、い
ま
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど

苦
し
い
時
や
辛
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、同
じ

グ
ル
ー
プ
の
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
看
護
師
国
家
試
験
に
向
け
て
の
勉
強
で
は
、

強
い
不
安
に
駆
ら
れ
な
が
ら
も
友
達
と
問
題
を

出
し
合
っ
た
り
、教
え
合
っ
た
り
と
み
ん
な
で

協
力
し
、励
ま
し
合
い
な
が
ら
頑
張
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。学
生
生
活
の
4
年
間
で
特
に
仲

間
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し

た
。自
分
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、声
に
出
し
て
仲

間
を
頼
る
こ
と
で
苦
し
い
こ
と
も
乗
り
越
え
ら

れ
る
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
と
も
っ
と
大
変
な
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
時
は
、福
岡
看

護
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
活

か
し
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
４
年
間
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、職
員
の
皆
様
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

NEW Sophia
コラム

イワカガミ

　 イ ワ カ ガ ミ（ S c h i z o c o d o n 

soldanelloides）は、日本を原産とする

イワウメ科イワカガミ属の常緑多年草。

　岩場に多く生え、光沢のある丸い葉が

古墳時代の銅鏡に似ていることから「岩

鏡」と名付けられた。花言葉は「忠実」。

人の心を映し出す鏡と考えたか、あるい

は頭を垂れた花の姿を謙虚な振る舞い

と見たか。

　ツヤツヤした葉の中央から真っ直ぐ

に伸びた花茎の先に5～10個ほどの花

序をつけるが、4月から7月ごろにかけて

咲く可憐な花は一度見たら忘れること

はないだろう。うつむきがちに下を向い

て開く淡紅色の花弁は細かく裂け、まる

でチアリーダーのポンポンのよう。

　一般には高山植物と考えられている

が、意外と低地にも生えている。福岡近

郊の室見川上流域あたりでも日陰の傾

斜地を注意しながら歩くと見つけること

ができる。

　春は旅立ちと新生活始まりの時です。
New Sophiaには卒業式、修了式、入学式、
開始式などの記事が満載です。また、人
事異動のニュースも載っています。新緑
のキャンパスには新入生の皆さん、研修
医や新規採用の職員さんなどの姿が多
く見られます。福岡学園の新年度が素晴
らしいものになるよう祈念しております。

（米田 雅裕）

編集後記

　
現
在
、私
は
歯
科
衛
生
学
科
の
専
攻
科
に
通
っ
て
い
ま
す
。三

年
生
で
の
実
習
を
終
え
た
と
き
に
自
分
が
苦
手
と
す
る
分
野
が

こ
の
一
年
間
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
専
攻
科
へ
の
進

学
を
決
め
ま
し
た
。三
年
生
で
の
臨
床
実
習
で
は
、専
門
的
な
知

識
や
手
技
の
習
得
を
学
ん
だ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、自
身
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
よ
う
な
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
実
際
に

み
た
歯
科
医
療
の
現
場
で
は
、歯
科
衛
生
士
が
口
腔
疾
患
の
予
防

処
置
や
保
健
指
導
を
主
体
的
に
行
う
場
面
が
多
く
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、ま
た
多
く
の
臨
床
例
に
対
応
で
き
る
問
題
解

決
能
力
が
現
在
の
歯
科
衛
生
士
に
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
能
力

で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
私
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
不
足
し
て
い
る
と
思
い
、さ
ら
に
レ
ベ
ル

の
高
い
歯
科
衛
生
士
を
目
指
す
た
め
、専
攻
科
へ
進
も
う
と
決
意

し
ま
し
た
。

　
私
が
今
、働
き
た
い
と
思
う
場
所
と
、一
年
後
働
き
た
い
と
思

う
場
所
が
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。歯
科
衛
生
士
と
い
う
肩
書
き

は
同
じ
で
も
、一
般
の
歯
科
医
院
だ
け
で
な
く
、企
業
や
介
護
施

設
な
ど
就
業
先
の
選
択
肢
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
の
中

で
、成
長
し
て
い
く
私
た
ち
が
素
敵
な
歯
科
衛
生
士
に
な
れ
る
よ

う
に
、そ
し
て
私
自
身
が
本
当
に
輝
け
る
環
境
で
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

福
岡
医
療
短
期
大
学 

専
攻
科

加
藤  

瑠
莉

学生からのメッセージ

福岡歯科大学医科歯科総合病院 歯科衛生士部
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令和7年5月10日発行

入学希望者をはじめ、そのご家族や高校・予備校の先生方を対象とした
オープンキャンパスを下記の日程で開催いたします。お気軽にご参加ください!

2025年度オープンキャンパス開催日決定 !

福 岡 歯 科 大 学 福 岡 医 療 短 期 大 学福 岡 看 護 大 学

7月12日（土）

8月9日（土）

8月30日（土）

10月25日（土）

 5 月25日（日）
 7 月12日（土） 
 8 月22日（金）
10月25日（土） 
12月13日（土）
2026年 1月24日（土）
2026年 3月25日（水）

 6 月22日（日）
 7 月26日（土）
 9 月 6 日（土）
11月 1 日（土）

福 岡 看 護 大 学

福 岡 歯 科 大 学

福岡医療短期大学

福岡学園は「口腔医学」を推進しています。

〈福岡学園広報誌〉

ニューソフィア


